
















 

 

 

 

 

 
【社員共育委員会】 

「新入社員フォローアップ研修」の討議事項から 

 

 

今月は 3 日（木）に「新入社員フォローアップ研修」が開催され、委員会で総括が行われました。 

成果として挙げられたのは、半年がたち不安そうだった新入社員の表情が明るくなり、グループ討論で

も自分の意見や半年間の様子を話せるようになり、成長を感じたということ。 

今回も各グループに、入社 1 年～3 年の先輩社員に 1 名入って頂き、グループ討論でリーダーシップを

発揮して頂きました。 

先輩社員からも「ここ数年を振り返ることができ、自分の成長を感じ大変勉強になった」と感想を頂き、

来年も先輩社員が参加しての新入社員研修を開催することになりました。 

 

課題として挙げられたのは、「3 年間の目標シート」に関して、内容が難しすぎるということでした。新

入社員にとって 3 年後の自分を想像するのが難しいのではなく、「技能要件」「知識要件」に分けて成文化

するという作業に慣れていないために時間を取ってしまいました。各会社での社内教育のばらつきも感じ

られ、シートの内容については委員会内で共有する機会を設ける事になりました。 

 

この度、本研修に満足していないという経営者の意見も頂きました。 

研修に出しても経営者が思い描く成果が出ていないということでしょうか。 

私たちの委員会で開催する研修は幹部社員研修を含め課題解決型の研修で、「気づき」を得て会社で実践

する研修内容となっています。 

そのためにグループ討論をし、シートを埋めて上席者、経営者とのコミュニケーションを図り、各社の

社員教育のツールとして頂きたいと思っています。 

経営者の方々にご参加していただき、どんな研修をして何に気づき、どんな課題を持ち帰ったのかを共

有していただければと思います。社内での教育計画を立て会社の未来を描き、共に育ち合うための「気づ

き」を目的とした委員会と研修です。よろしくお願いいたします。 

 

こんな討議をしながら、「共に育つ」という冊子を使っての学習会も行っています。 

自社の経営課題を持ってゲスト参加してみませんか？ 
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次回委員会 日時：11 月 13 日（水曜日）17 時より 

（基本的に第三水曜日に開催しています） 

      場所：山形同友会事務局 

（山形市漆山大段 1865-5 TIS ビルディング 201） 

 



 

 

 

 

 

【食農部会】 
 

『あなたとつくる山形フルーツワインプロジェクト 第1回目』完成！！ 

 

去る 10 月 11 日に、本プロジェクトのワイン完成を祝う“収穫祭”を開催する事が出来ました！会場は同

友会会員さんでもあります東根市のイタリアンレストラン、ペコリーノスペリオーレさんです。前回の委

員会だよりに寄稿したように 6 月に収穫したさくらんぼ佐藤錦でフルーツワインをつくり、賛同メンバー

になって頂いた購入者の皆様を対象としたプレミアムなパーティーです！ 

当日はさくらんぼ収穫に参加した子供たちも含め総勢 20 名を超える参加者で賑やかにさくらんぼワイ

ンの完成を祝う事が出来ました。 

18 時からはパーティーに先立ち、ワインの仕上げであるオリジ

ナルラベルの作成を致しました。無地のラベルにそれぞれ個性的な

ラベルを手書きで作り、返礼品である自身のワインボトルに貼り付

けていきました。皆さんが素敵なラベルを作り、お互いにいいね～

と笑顔になってしまう楽しい時間となりました。私事ですが、自分

の子供が描いたラベルが貼られたワインはとても特別な 1 本とな

りました。 

 

 

さて 19 時からはいよいよ乾杯の時間です。待ちに待ったワイ

ン！皆、やや緊張の面持ちで先ず一口。次の瞬間皆の口から“美味

しい！”の大合唱！参加者皆さんの笑顔が溢れました。この日はプ

ロジェクトでのプレミアムワインの他にも東根フルーツワインさ

んのワインをたくさんお持ち頂き、さくらんぼワイン以外のフルー

ツワインも楽しませて頂きました。食事の合間には今回の原材料の

舞台となった天童市の松田農園さんの松田さんより農場の特長や今、地域が抱える課題を含めお話頂いた

り、ワインを製造頂いた東根フルーツワイン阿部社長よりフルーツワイン講座をお話頂いたり充実した内

容でありました。もちろん、ペコリーノさんのイタリアンはワインと相性ぴったりで食事もワインも進む

進む！ 
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～収穫祭参加メンバーでの記念撮影～ 

 

皆が笑顔で良い気分になってきたところで締めはこのプロジェクト

を見守って頂きました山形大学の小野教授よりご挨拶を頂きました。

これからの時代は所有するなど“モノでの満足”から経験、体験など“コ

トによる満足度”に需要がシフトしている、そこに地方や中小企業にチ

ャンスがあるというお言葉を頂き、その観点に於いても本プロジェク

トの可能性を再確認する事が出来ました。 

参加者皆さん、プレミアムさくらんぼワイン 2 本と、松田農園さん

の高級ぶどうをお土産に来年の参加も約束して頂き！？収穫祭の幕が

閉じました。 

 

さて実はこのプロジェクトはある意味ここからが本番です。これから全てを精算し、収支を出し、精査

して終了となります。本プロジェクトの目標は「計画通り」なのです。 

本プロジェクトの主体者 2 社にはここまで完結して頂いて初めて生きた学びとなると思います。勿論、

関わらせて頂いたメンバーにとっても同じことです。そして本年度の課題を抽出し、次年度に修正して繋

げていく事で、少しずつ精度、満足度を上げていければと考えております。 

私が今回感じた事は、やはり中小企業はそれぞれ“強み”を持ちあわせているという事です。今回も、松田

さんの素晴らしいさくらんぼ、フルーツワインさんの素晴らしい醸造技術、ペコリーノさんの素敵なお料

理があってこそのプロジェクトの成功です。そこをどう見出すか、どう活かすか。皆様に共通のキーワー

ドではないでしょうか。そしてそれを繋ぐものは“思い”である事も強く実感させて頂きました。 

 

美味しそうだな～と思った皆様！次年度はより精度を上げて第 2 回を企画したいと思っております！先

ずの課題である「早めの周知、告知」をさせて頂きたいと思いますので是非ご賛同、ご参加をお願い致し

ます！多くの方が関わる事でより深い学びに繋がると思います。より地域に良い変化をもたらせられると

思います！ 

そして、なにより次年度も“美味しい！”をつくっていきたいと思います！ 


